






















AQBに変えました

Change from other Implants to AQB

「AQBに変えて良かった」という全国の4名の先生の医院を訪問しました
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「AQBに変えて良かった」という全国の4名の先生の医院を訪問しました

　兵庫県姫路市で 23 年間診療を続け

られている髙西正人先生がインプラント

治療を始められたのは、今から20年ほ

ど前でした。髙西先生は、古くはサファ

イア、ブレードタイプのインプラントも施

術されたご経験がおありです。

　「チタン系のB、Iも経験しましたが、術式

の煩雑さや成功率、コスト等の面から、イン

プラント治療は10年ほど中止していました。

あの頃はまだ、誰にでもできる治療ではな

く、ごく一部の人達が、かなりのリスクを負っ

て行うものでした。簡単に言えば、完成され

たシステムではなかったということですね」

　そんな先生は2年前、AQB研修会を

受講されたことがきっかけでAQBを導

入されました。

　「ちょうどインプラント治療を再開しよ

うと、さまざまなメーカーの研修会を受

け、検討していたところにAQBの営業

マンが訪れ、研修会に参加しました。導

入の決め手は、術式のシンプルさと再結

晶化HAコーティングでした」

　施術されたご感想をお伺いしました。

　「AQBは骨との結合が良く、リカバリー

に強いのが大きな利点ですね。もはやイ

ンプラントは純チタンからHAの時代に

なったのだと実感しています。また、シンプ

ルな構造ゆえに、術式だけでなく、コスト

面でも優れています。以前は術式・補綴と

も複雑、かつコストも高額でした。インプラ

ントは奥が深い治療です。日々 勉強は怠っ

てはいけない。色 な々研修会に出て、知識

を得ることは大事だと思っています」

　豊富なご経験がありながらさらに治

療に真摯に向き合う先生のもとへは、昔

からの地元の患者さんが多く訪れます。

　「鼻水垂らして来ていた子が親にな

り、今度は鼻水垂らした子を連れて来ま

すからね（笑）。これからも地域のかかり

つけ医として、患者さんとの温かいつな

がりを大切にしていきたいですね」

　こう笑顔で語ってくださいました。

●兵庫県姫路市●

髙西歯科医院

髙西　正人　先生

中止していたインプラント治療をAQBで再開

福岡市内の住宅街、白い建物が目を引きます。

堤　俊之　先生

●福岡県福岡市●

堤歯科医院

　「一番最初にブレードタイプ、次にチタ

ン系のPを何年か使っていました。しか

し、チタン系インプラントは骨誘導はし

ても骨との結合はあり得ない。リコール

時に、もしかすると緩んでいないか、そん

な不安を抱えるインプラント治療に行き

詰まりを感じていました。そんな時、先に

AQBを導入していた知り合いの先生か

らの紹介でAQBを知ったのです」

　こうお話されるのは、福岡県福岡市の

堤歯科医院・堤俊之先生です。先生はこ

う続けてくださいました。

　「実際に使っているユーザーの先生の

話は、下手にメーカー側の話を聞くより

も信頼性が高いですからね（笑）。よい

評判を聞き、早速導入を決めました」

　導入後のご感想をお聞きしました。

　「まだ施術後の症例は補綴まで進ん

でいないのですが、骨と完全に結合する

AQBは安心感がありますね。術式がシ

ンプルでシステム化されているので、オ

ペ時間も短縮され、患者さんには自信を

持って勧められます。テクニカルエラー

も起きにくいですし、サポート制度も充

実しているので、これならインプラント

が初めての先生方にも導入しやすいの

ではないでしょうか」

　うれしいお言葉をいただきました。ご

開業されて25年、最近はインプラントを

希望し訪れる患者さんも多いそうです。

今後についてお伺いしました。

　「この地域でも、毎年1,2件は新しく

歯科医院が開業しているのですが、長

年の患者さんの他、口コミで来ていただ

ける方も多く、大変ありがたいですね。イ

ンプラントは、良好な咬合を回復した時

の患者さんとの信頼関係が、保険診療と

は格段に違うと感じます。今後、AQBで

患者さんの笑顔のために、よりよい治療

をご提供していきたいと思っています」

シンプルで付きのよいAQBは安心して使えます

医院ロゴはアカハシウシツツキです（右）。
スタッフのみなさん（左）。

地元の患者さんに愛される、地域の歯医
者さんです。

スタッフの方 と々一緒に。
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●群馬県前橋市●

大竹歯科口腔外科クリニック

大竹　克也　先生

　群馬県前橋市にある大竹歯科口腔外

科クリニックは、すぐ近くに群馬県済生

会前橋病院があり、さまざまな診療科か

ら患者さんがご紹介で来院されることも

多いそうです。院長の大竹克也先生にお

話を伺いました。

　「もともと、チタン系の Iを8年ほど

使っていて、特に不満は感じていません

でした。しかし、兄（大竹克巳先生、茨城

県牛久市）からAQBを紹介され、治癒

期間が短期間であることと、話をしてく

れた営業がとても熱心だったこともあ

り、導入を決めました。実際に、補綴物装

着まで Iの約半分の期間で済み、治療し

た患者さんにも『もう被せるの？』と驚

かれるくらいです」

　他にもメリットがあるとお話しくださ

います。

　「医科から紹介されて来る方はさまざ

まな合併症を持った患者さんも多く、そ

ういった症例に対してもAQBならシン

プルで付きがいいので対応がしやすい

ですね。1ピースなので、ネジの緩みや

破折の心配が不要になったのも大きな

メリットです。以前は、緩みや破損の経験

は一切なかったにも関わらず、いつ起き

るかわからないという不安はいつも持っ

ていました」

　以前、群馬大学医学部歯科口腔外科

の助教授も務められていた大竹先生は、

長い間、医科と連携した歯科治療を行

われてきました。

　「私自身は歯科という領域で診療を

行っていますが、患者さんの治療に取り

組む上では、医科も歯科も同じだと思い

ます。インプラントを含め、これからも、

口腔に関してさまざまな知識と技術の

修得に努め、患者さんのために貢献して

いきたいと思っています」

　豊富なご経験がありながらもなお、患

者さんのために向上心を忘れない先生

のお姿が印象的でした。

患者さんに「もう被せるの？」と驚かれました

●愛知県知多市●

医）皆川歯科医院

　「10数年前 Iインプラントを使ってい

ました。手技が複雑なシステムで4年で

撤退した経過があります。しばらくインプ

ラント治療から遠ざかっていたんです」

　こうお話される愛知県知多市・医療

法人皆川歯科医院の皆川象洋先生は、

歯科医師会のご友人のお薦めもあって、

AQBを導入、インプラント治療を再開し

ました。半年前のことです。

　「AQBは術式がシンプルなのがいい

ですね。比較的簡単といわれる単独欠

損症例などから施術を再開しましたが、

口腔外科が専門でなくても扱いやすい

なと実感しました。1ピースだとオペも

一回で済みますし早期負荷が可能で

す。これまでのAQBを用いた症例では

術後の痛みもほとんどなく予後も良好。

患者さんからも『こんなに簡単なんです

か?』と喜んでいたただいたいています」

　最近、歯科医師の年収平均の統計が

雑誌(アエラ,朝日新聞社 )で発表され、

話題になりました。

　「我々歯科医にとって、非常に厳しい時

代ですね。自由診療をやっていない医院

さんは今後大変でしょうね。同じく自由

診療の矯正治療は治療期間が非常に長

い。その点、インプラントの中でもAQB

は1~2ヵ月で補綴完了、6ヵ月ほど経過

観察、あとはリコールです。終着点がある

治療として、歯科医師としてのやりがいを

感じます。仲間と『一日一本インプラント!』

を合い言葉に、がんばっています」

　先生はAQBアドバンスコースにも

チャレンジ、骨造成法などについても積

極的に勉強され、手技向上に取り組んで

いらっしゃいます。

　「AQBのDVDも待合室に流していま

す。けっこう患者さんは見てくれているよう

ですよ。質問も増えました。患者さんの負

担を少しでも少なく、よりよい治療を提供

したい。そのために今後も慎重かつ積極的

に治療に取り組んで行きたいと思います」

皆川　象洋　先生

皆川先生とスタッフのみなさん。

院内DVDを流してから患者さんの質問が増えました

大竹先生とスタッフのみなさん。

クリニックには、車で来院される方のた
めに広い駐車場も完備されています。

入り口には先生の似顔絵も貼られています。










